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明
け
ま
し
て
お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す
。
旧
年
中
は
組

合
活
動
に
格
別
の
ご
指
導
・

ご
協
力
を
賜
り
誠
に
あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
本
年

も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い

申
し
上
げ
ま
す
。 

さ
て
、
新
た
な
年
を
迎
え

る
に
あ
た
り
、
今
年
も
「
新

宮
・
紀
宝
道
路
」
問
題
に
つ

い
て
、
組
合
の
歴
史
を
振
り

返
り
な
が
ら
述
べ
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
。 

百
年
以
上
に
わ
た
る
組
合

の
歴
史
の
中
で
は
様
々
な
問

題
、
転
機
と
な
る
事
が
あ
っ

た
と
思
い
ま
す
が
、
今
か
ら

三
十
七
年
前
に
建
碑
さ
れ
た

「
百
周
年
記
念
之
碑
」
に
は

左
記
の
よ
う
に
書
か
れ
て
い

ま
す
（
一
部
抜
粋
）
。 

「
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三

代
に
わ
た
る
疾
風
怒
濤
に
も

耐
え
ぬ
き
基
盤
用
地
の
入
手
、

陸
上
貯
木
場
の
造
成
、
原
木
市

場
の
開
設
、
外
材
移
入
港
の
整

備
等
相
次
い
で
そ
の
実
績
を

挙
げ
得
た
こ
と
は
、
こ
れ
偏
に

歴
代
理
事
長
、
役
員
の
先
見
的

指
導
と
組
合
員
各
位
の
結
束

と
協
力
の
賜
で
あ
る
。
」 

実
績
と
し
て
列
挙
さ
れ
て

い
る
「
基
盤
用
地
の
入
手
」、

「
陸
上
貯
木
場
の
造
成
」、

「
原
木
市
場
の
開
設
」、
「
外

材
移
入
港
の
整
備
」
と
は
、

荒
地
で
あ
っ
た
「
あ
け
ぼ
の
」

の
地
を
明
治
時
代
に
取
得
し

熊
野
川
を
流
送
さ
れ
て
く
る

筏
の
流
通
拠
点
と
す
る
た
め

開
堀
し
て
水
面
貯
木
場
に
し

た
事
、
戦
後
熊
野
川
流
域
で

の
ダ
ム
建
設
に
よ
り
筏
の
流

送
が
で
き
な
く
な
っ
た
際
に

水
面
貯
木
場
を
埋
め
立
て
陸

上
貯
木
場
に
転
換
し
た
事
、

組
合
が
大
株
主
と
な
る
形
で

㈱
新
宮
原
木
市
場
を
開
設
し

た
事
、
新
宮
港
に
土
地
を
求

め
外
材
の
拠
点
と
し
て
整
備

し
た
事
を
指
し
ま
す
。 

こ
れ
ら
は
そ
の
時
代
時
代

の
最
重
要
課
題
で
あ
り
、
当

時
の
組
合
の
中
で
様
々
な
議

論
が
交
わ
さ
れ
、
ま
た
行
政
、

電
源
開
発
等
と
幾
度
と
な
く

粘
り
強
く
交
渉
を
し
、
妥
結

さ
れ
た
も
の
と
思
い
ま
す
。 

 

翻
っ
て
現
在
の
組
合
の
最

重
要
課
題
は
、
陸
上
貯
木
場

（「
上
貯
木
場
」・「
下
貯
木

場
」）
の
一
部
に
建
設
予
定
で

あ
る
「
新
宮
・
紀
宝
道
路
」

問
題
で
あ
り
ま
す
。 

 

ご
存
知
の
よ
う
に
「
上
貯

木
場
」
は
主
に
組
合
員
の
製

品
・
丸
太
置
場
と
し
て
、「
下

貯
木
場
」
は
㈱
新
宮
原
木
市

場
の
市
売
り
場
所
と
し
て
有

効
活
用
さ
れ
て
お
り
ま
す
が
、

特
に
「
下
貯
木
場
」
は
道
路

建
設
に
よ
り
真
ん
中
で
土
地

が
分
断
さ
れ
る
形
に
な
り
、

残
地
で
市
売
り
を
す
る
事
は

不
可
能
で
す
。
そ
こ
で
市
売

り
場
所
を
「
下
貯
木
場
」
か

ら
「
上
貯
木
場
」
に
、
そ
れ

に
伴
い
製
品
・
丸
太
置
場
を

「
下
貯
木
場
」
の
残
地
に
移

転
す
る
等
の
対
策
を
講
じ
な

け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。 

移
転
を
ど
の
よ
う
な
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
で
進
め
る
か
、
残

地
を
ど
の
よ
う
に
有
効
活
用

す
る
か
等
問
題
が
山
積
し
て

お
り
ま
す
が
、
先
人
た
ち
が

「
明
治
、
大
正
、
昭
和
の
三
代

に
わ
た
る
疾
風
怒
濤
に
も
耐

え
ぬ
き
相
次
い
で
実
績
を
挙

げ
得
た
」
よ
う
に
、
現
代
に
生

き
る
我
々
も
結
束
と
協
力
を

も
っ
て
こ
の
問
題
に
対
処
し
、

行
政
側
と
粘
り
強
く
交
渉
し

て
い
か
ね
ば
な
ら
な
い
と
思

っ
て
お
り
ま
す
。 

新
た
な
年
を
迎
え
る
に
あ

た
り
、
組
合
員
の
皆
様
に
今

一
度
ご
指
導
・
ご
協
力
を
お

願
い
申
し
上
げ
る
と
共
に
、

皆
様
方
の
ご
健
勝
・
ご
多
幸

を
祈
念
し
、
新
年
の
御
挨
拶

と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。 

 

            

新
年
の
ご
挨
拶 

 
 

新
宮
木
材
協
同
組
合 
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浩 
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昨
年
8
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
太
地
町
道
の
駅
『
た
い
じ
』

へ
当
組
合
か
ら
新
緑
会
に
依

頼
し
、
椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
・

陳
列
棚
等
の
備
品
を
納
品
さ

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
そ
の
道

の
駅
が
大
変
好
評
で
、
レ
ス

ト
ラ
ン
部
分
に
使
用
す
る
椅

子
・
テ
ー
ブ
ル
が
不
足
す
る

事
態
に
な
っ
て
い
る
そ
う
で

す
。
そ
こ
で
、
太
地
町
か
ら

椅
子
・
テ
ー
ブ
ル
の
追
加
注

文
を
頂
き
ま
し
た
。
当
組
合

で
納
め
た
製
品
も
お
客
様
か

ら
お
問
合
せ
を
頂
く
ほ
ど
好

評
と
の
こ
と
で
再
度
当
組
合

に
依
頼
し
て
頂
き
、
12
月
20

日
に
無
事
納
め
さ
せ
て
頂
き

ま
し
た
。 

当
組
合
と
し
ま
し
て
も
、

納
め
た
製
品
で
喜
ん
で
頂
け

る
の
は
本
当
に
う
れ
し
い
事

で
す
。
皆
さ
ん
も
機
会
が
ご

ざ
い
ま
し
た
ら
是
非
お
立
ち

寄
り
頂
き
、
温
か
い
木
材
製

品
に
触
れ
て
み
て
は
い
か
が

で
し
ょ
う
か
。 

     

                 

 

昨
年

10

月

2

日
に
当
組

合
代
表
と
し
て
速
水 

祥
久

氏
、
新
緑
会
代
表
と
し
て
会

長 

速
水 

洋
平
氏
、
副
会
長 

野
中 

亮
伸
氏
が
太
地
町
へ

出
向
き
、
道
の
駅
『
た
い
じ
』

で
木
製
品
の
注
文
を
頂
い
た

感
謝
の
気
持
ち
と
木
の
Ｐ
Ｒ

を
兼
ね
て
当
組
合
と
新
緑
会

で
製
作
し
た
杉
の
木
製
ベ
ン

チ
5
台
を
太
地
町
へ
寄
贈
致

し
ま
し
た
。 

 

太
地
町
の
関
係
者
は
寄
贈

し
た
木
製
ベ
ン
チ
を
見
て
、

大
変
喜
び
「
道
の
駅
敷
地
内

に
是
非
置
か
せ
て
頂
き
ま

す
。」
と
の
お
言
葉
を
頂
戴
し

ま
し
た
。 

 

皆
さ
ん
も
道
の
駅
『
た
い

じ
』
へ
行
か
れ
た
際
は
、
寄

贈
し
た
木
製
ベ
ン
チ
へ
腰
か 

け
て
休
憩
し
て
み
て
下
さ
い
。 

 

                        

                        

太
地
町
道
の
駅 

『
た
い
じ
』 

備
品
追
加
納
入 

（3）2018 年（平成 30 年）1月 1日   新宮木協だより           第 140 号 

太
地
町 

『
木
製
ベ
ン
チ
』 寄

贈 

 木製ベンチを寄贈 

追加発注で納入したテーブル・イス 



 

 
平
成
29
年
3
月
29
日
の

第
2
回
目
の
説
明
会
以
来
、

国
交
省
等
か
ら
新
し
い
提
案

が
出
て
こ
な
い
状
況
の
中
で

9

月
28

日
に
組
合
か
ら
協

力
出
来
る
内
容
に
つ
い
て
の

提
案
を
致
し
ま
し
た
。
そ
の

後
、
本
体
事
業
の
交
渉
に
は

進
展
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
和

歌
山
県
か
ら
別
角
度
で
の
ア

プ
ロ
ー
チ
と
し
て
新
し
い
提

案
が
あ
り
ま
し
た
の
で
現
状

検
討
を
行
な
っ
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
本
新
宮
・
紀
宝
道

路
に
よ
っ
て
歴
史
と
伝
統
あ

る
木
材
界
に
と
っ
て
、
そ
の

中
心
的
役
割
を
果
た
し
て
き

た
貯
木
場
が
分
断
さ
れ
る
と

い
う
存
続
の
危
機
と
も
言
え

る
重
大
な
局
面
を
迎
え
て
お

り
ま
す
。 

 

今
後
も
地
域
経
済
の
た
め

将
来
の
木
材
業
の
存
続
の
た

め
粘
り
強
く
交
渉
を
行
っ
て

参
り
た
い
と
存
じ
ま
す
。 

 

昨
年
10
月
22
日
（
日
）
に

紀
伊
半
島
を
か
す
め
た
台
風

21
号
は
猛
烈
な
雨
と
強
烈
な

吹
返
し
で
多
く
の
方
に
被
害

を
も
た
ら
し
ま
し
た
。 

今
回
の
台
風
は
、
記
憶
に

新
し
い
平
成

23

年
の
台
風

12
号
と
は
違
い
、
新
宮
市
内

を
中
心
と
し
た
大
雨
で
、
市

内
の
排
水
能
力
が
対
応
で
き

ず
低
い
土
地
に
雨
水
が
流
れ

込
み
床
上
浸
水
等
の
被
害
が

出
ま
し
た
。
又
、
雨
が
収
ま

っ
た
後
に
吹
い
た
強
烈
な
吹

返
し
の
風
に
よ
り
、
工
場
や

倉
庫
な
ど
の
屋
根
、
壁
の
ト

タ
ン
が
飛
ぶ
な
ど
の
暴
風
に

よ
る
被
害
も
出
ま
し
た
。 

当
組
合
員
の
中
に
も
製
材

工
場
の
冠
水
・
破
損
、
自
宅

の
床
上
浸
水
、
所
有
山
林
の

林
道
崩
壊
等
多
く
の
方
が
被

害
に
遭
い
、
現
在
は
夫
々
多

く
の
人
に
協
力
を
頂
き
営
業

を
再
開
し
て
お
り
ま
す
。
関

係
者
の
皆
様
に
は
ご
心
配
を

お
掛
け
致
し
ま
し
た
が
、
心

温
ま
る
ご
支
援
、
お
見
舞
い

を
頂
き
ま
し
た
こ
と
心
よ
り

お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

                   
公
共
建
築
物
に
於
け
る
気

州
材
の
利
用
促
進
を
図
る
た

め
和
歌
山
県
木
連
、
和
歌
山

県
森
連
、
紀
州
林
業
懇
話
会

で
組
織
す
る
和
歌
山
県
木
材

利
用
推
進
協
議
会
で
は
、
例

年
近
隣
自
治
体
を
訪
問
し
て

キ
ャ
ラ
バ
ン
活
動
を
行
っ
て

い
ま
す
。 

昨
年
も
次
の
通
り
実
施
し

紀
州
材
の
Ｐ
Ｒ
に
努
め
、
そ

の
中
で
新
宮
市
長
よ
り
、
文

化
複
合
施
設
建
設
の
際
は
ふ

ん
だ
ん
に
紀
州
材
を
使
用
す

る
と
の
お
言
葉
を
再
度
頂
戴

し
ま
し
た
。 

又
、
太
地
町
に
は
備
品
で

紀
州
材
を
使
用
し
て
頂
い
た

事
に
感
謝
の
言
葉
を
伝
え
ま

し
た
。 

更
に
、
那
智
勝
浦
町
、
北

山
村
に
も
出
向
き
、
よ
り
一

層
多
方
面
で
紀
州
材
を
使
っ

て
頂
く
よ
う
働
き
か
け
て
ま

い
り
ま
し
た
。 

 

記 

平
成
29
年
11
月
8
日
（
水
） 

午
前
10
時
～ 

◇
新
宮
市
を
訪
問 

午
前
11
時
～ 

◇
太
地
町
を
訪
問 

午
後
2
時
30
分
～ 

◇
那
智
勝
浦
町
を
訪
問 

平
成
29
年
11
月
16
日
（
水
） 

午
前
9
時
～ 

◇
北
山
村
を
訪
問 
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活
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台
風
21
号 

 
 
 

木
材
界
被
害 

新宮市訪問 那智勝浦町訪問 北山村訪問 

冠水した水よる被害 

太地町訪問 

雨水がたまり浮いた原木 



 

  
日
時 
平
成
29
年 

11
月
9
日
（
木
） 

奈
良
県
奈
良
市
の
な
ら
100

年
記
念
館
で
行
な
わ
れ
た
第

52
回
全
国
木
材
産
業
振
興
大

会
に
於
い
て
木
材
産
業
功
労

者
と
し
て
長
年
新
宮
木
材
業

界
で
ご
活
躍
さ
れ
て
い
る
、

当
組
合
理
事
の
岡
﨑 

武
人

氏
が
全
木
協
連
会
長
賞
を
受

賞
さ
れ
当
日
の
表
彰
式
に
出

席
さ
れ
ま
し
た
。
受
賞
さ
れ

た
岡
﨑
氏
は
「
長
年
の
苦
労

が
報
わ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
か

ら
も
息
子
と
共
に
頑
張
っ
て

い
き
ま
す
。」
と
喜
び
の
言
葉

と
感
謝
を
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。 

        

       
    

平
成
29
年 

10
月
27
日
（
金
）
～ 

30
日
（
月
）
の
4
日
間 

場
所
：
愛
知
県 

ポ
ー
ト 

メ
ッ
セ
な
ご
や 

「
日
本
木
工
機
械
展
／
ウ

ッ
ド
エ
コ
テ
ッ
ク
」
は
西
暦

の
奇
数
年
の
秋
に
名
古
屋
で

開
催
さ
れ
、
２
０
１
７
年
で

43
回
目
を
迎
え
た
２
０
１
７

展
は
《
木
っ
と
つ
な
が
る
テ

ク
ノ
ロ
ジ
ー 

木
っ
と
み
つ

か
る
エ
コ
ロ
ジ
ー
》
を
テ
ー

マ
に
川
上
か
ら
川
下
ま
で
の

各
産
業
に
向
け
た
、
製
材
機

械
、
合
板
機
械
、
木
工
機
械

な
ど
の
木
材
加
工
機
械
を
は

じ
め
刃
物
、
乾
燥
機
器
、
プ

ラ
ス
チ
ッ
ク
加
工
機
、
エ
コ

機
器
、
環
境
機
器
、
林
業
機

械
等
の
内
外
の
最
新
製
品
が

多
数
展
示
さ
れ
る
国
内
業
界

最
大
の
展
示
会
に
な
り
ま
す
。 

大
学
・
研
究
機
関
・
団
体

に
よ
る
展
示
を
は
じ
め
、
セ

ミ
ナ
ー
・
講
演
会
等
の
併
催

事
を
多
数
企
画
し
、
木
材
産

業
全
般
に
向
け
て
最
新
情
報

が
発
信
さ
れ
て
い
ま
す
。 

家
具
、
建
具
、
木
工
、
集

成
材
、
建
築
、
製
材
、
合
板
、

環
境
、
林
業
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
等
の
多
数

の
関
係
者
が
来
観
す
る
一
大

イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

こ
の
展
示
会
へ
当
組
合
か

ら
板
谷 

貴
史
氏
が
参
加
さ

れ
、
会
場
の
雰
囲
気
や
気
に

な
っ
た
機
械
等
に
つ
い
て
コ

メ
ン
ト
頂
き
ま
し
た
。 

「
初
め
て
参
加
し
た
が
、

会
場
内
に
10
ｍ
を
超
す
大
き

な
焼
却
炉
を
組
立
て
た
状
態

で
展
示
し
て
い
た
り
、
木
材

加
工
用
ロ
ボ
ッ
ト
が
実
際
に

動
い
て
い
た
り
と
規
模
の
大

き
さ
を
実
感
し
た
。」
又
、「
参

加
し
た
企
業
や
お
客
さ
ん
の

約
3
割
程
度
が
中
国
や
韓
国
、

そ
の
他
世
界
各
国
の
外
国
人

が
多
く
参
加
し
て
い
て
驚
い

た
。」
と
の
感
想
を
頂
き
ま
し

た
。 そ

の
他
に
も
、
気
に
な
っ

た
機
械
と
し
て
『
軽
ト
ラ
ッ

ク
の
荷
台
に
収
ま
る
ペ
レ
ッ

ト
製
造
機
』
、
『
水
平
・
テ
ン

シ
ョ
ン
・
バ
ッ
ク
・
新
鋸
腰

入
れ
ま
で
を
全
自
動
で
行
な

う
帯
鋸
用
自
動
ロ
ー
ル
機
』
、

『
大
井
製
作
所
の
高
温
蒸
気

式
減
圧
乾
燥
機
』
等
を
紹
介

し
て
頂
き
ま
し
た
。 

た
だ
、
製
材
機
械
は
少
な

く
木
工
機
械
や
焼
却
炉
・
乾

燥
機
・
粉
砕
機
の
関
連
機
械

が
多
く
見
受
け
ら
れ
る
と
の

こ
と
で
し
た
。 

最
後
に
、
板
谷
氏
か
ら
「
機

械
展
自
体
は
大
変
面
白
く
、

業
界
の
流
れ
を
体
感
し
、
今

後
に
繋
げ
る
い
い
勉
強
に
な

っ
た
の
で
、
み
な
さ
ん
も
興

味
が
あ
る
方
は
是
非
行
か
れ

る
事
を
お
勧
め
し
ま
す
。」
と

締
め
く
く
り
ま
し
た
。 

（
一
部
の
資
料
は
事
務
局
に

ご
ざ
い
ま
す
の
で
、
興
味
の

あ
る
方
は
お
問
合
せ
下
さ

い
。） 

 

                   

 

       

植松理事長と岡﨑理事 

ペレット製造機 

全
木
協
連
会
長
賞
受
賞 

岡
﨑 

武
人
氏 

日
本
木
工
機
械
展 

ウ
ッ
ド 

エ
コ
テ
ッ
ク 

２
０
１
７ 

帯鋸用自動ロール機 10ｍを超える焼却炉 パンフレット表紙 
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き 

き 



 

第
39
回 

児
童
生
徒 

木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル 

 

日
本
木
材
青
壮
年
連
合
会 

 
 

 
 

近
畿
大
会
in
京
都 

 
   

紀
南
木
材
新
緑
会
で
は
新

宮
市
及
び
東
牟
婁
の
小
学
校

を
対
象
に
、
木
の
ぬ
く
も
り

に
触
れ
、
木
に
親
し
む
こ
と

を
目
的
と
し
て
、
出
張
木
工

教
室
を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

昨
年
も
森
林
教
育
と
し
て

実
際
の
木
を
前
に
新
宮
の
木

材
の
歴
史
等
の
説
明
を
行
な

い
、「
木
」
を
よ
り
身
近
に
感

じ
、
知
識
を
深
め
、
木
に
親

し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

又
、
実
際
の
作
業
で
は
会

員
で
あ
る
プ
ロ
の
大
工
さ
ん

に
先
生
と
し
て
教
え
て
頂
き
、

ミ
ニ
ベ
ン
チ
を
製
作
し
ま
し

た
。
木
と
真
剣
に
向
き
合
い

楽
し
げ
な
子
供
達
に
、
改
め

て
活
動
の
意
義
を
感
じ
ま
し

た
。
こ
の
活
動
を
通
し
て
、

子
供
達
の
心
に
木
と
触
れ
合

っ
た
記
憶
が
刻
ま
れ
、
興
味

を
持
っ
て
頂
け
た
ら
幸
い
で

す
。 

本
事
業
に
ご
参
加
、
ご
協

力
頂
い
た
全
て
の
皆
様
に
、

心
よ
り
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

更
に
、
森
づ
く
り
基
金
等
の

補
助
金
を
活
用
さ
せ
て
頂
き

本
当
に
有
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

今
後
も
、
出
張
木
工
教
室

を
継
続
し
未
来
あ
る
世
代
に

木
と
触
れ
あ
う
時
間
を
提
供

し
て
参
り
ま
す
。 

（
久
保 

雅
稔
）  

               

             

平
成
29
年
9
月
30
日
・

10
月
1
日
の
両
日
、
児
童
生

徒
木
工
工
作
コ
ン
ク
ー
ル
を

開
催
致
し
ま
し
た
。
４
２
４

名
と
例
年
同
様
、
多
数
の
方

に
ご
来
場
頂
き
ま
し
た
。 

恒
例
と
な
っ
た
風
船
釣
り

も
大
好
評
で
、
多
く
の
子
供

達
に
楽
し
ん
で
頂
き
ま
し
た
。 

本
展
で
は
26
校
、
５
０
０

点
の
木
工
作
品
を
展
示
し
、

上
位
3
点
は
、
全
国
大
会
の

審
査
に
エ
ン
ト
リ
ー
さ
れ
、

そ
の
中
で
優
秀
作
品
は
今
年

6
月
に
東
京
都
で
行
わ
れ
る

全
国
大
会
で
表
彰
さ
れ
る
予

定
で
す
。 

木
工
展
に
協
賛
い
た
だ
い

た
各
団
体
の
方
々
、
各
小
中

学
校
の
先
生
方
、
そ
の
他
お

世
話
に
な
っ
た
皆
様
方
に
厚

く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。 

（
野
中 

亮
伸
）  

                   

 

平
成
29
年
12
月
2
日
（
土
） 

場
所
：
京
都
市
中
京
区 

会
場
：「
神
泉
苑 

平
八
」 

日
本
木
材
青
壮
年
連
合
会

の
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
に
よ
る
近

畿
大
会
が
京
都
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。 

 

新
緑
会
か
ら
は
野
中
氏
、

岡
﨑
氏
、
中
谷
氏
、
久
保
（
雅
）

氏
が
参
加
し
、
二
条
城
の
見

ど
こ
ろ
の
説
明
や
式
典
会
場

で
「
龍
馬
、
西
郷
、
新
撰
組

か
ら
学
ぶ
経
営
論
」
の
講
演

が
行
な
わ
れ
ま
し
た
。 

 

又
、
式
典
終
了
後
行
な
わ

れ
た
懇
親
会
で
は
、
近
畿
ブ

ロ
ッ
ク
内
の
他
県
と
交
流
を

深
め
る
こ
と
が
で
き
有
意
義

な
時
間
と
な
り
ま
し
た
。 

       

出 

張

木 

木 

工 

教 

室 

 

 

審査風景 来場者の様子 

製作風景 

自分達で作った作品を持って誇らしげな笑顔 
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式典風景 



 

㈱
新
宮
原
木
市
場 

第
52
期 定

時
株
主
総
会  

 

 

 

8
月
29
日
、
新
宮
木
材
会

館
に
於
い
て
㈱
新
宮
原
木
市

場
の
第
52
期
定
時
株
主
総
会

が
開
催
さ
れ
、
提
出
議
案
は

す
べ
て
原
案
通
り
承
認
可
決

さ
れ
ま
し
た
。 

 

 
 

        

       

                       

 

                                

      

 

 

組
合
事
務
局
の
月
一
回
休
業

（
土
曜
日
）
の
ご
案
内 

（
1
月
～
6
月
） 

1
月
27
日
（
土
） 

2
月
24
日
（
土
） 

3
月
24
日
（
土
） 

4
月
21
日
（
土
） 

5
月
26
日
（
土
） 

6
月
23
日
（
土
） 

樹
種 形 状 

平成 29 年 備 考 

10 月 11 月 12 月 
長さ 
（ｍ） 

径 
（cm） 

杉 

4m 
小丸太材 

6,900 
（6,800） 

6,900 
（6,900） 

7,300 
（6,800） 4 6～13 

3m   
14～20 

8,200 
（10,300） 

8,400 
（10,100） 

9,100 
（8,800） 3 14～20 

3m  
22cm 上材 

11,100 
（11,400） 

11,300 
（12,200） 

12,100 
（11,900） 3 22～ 

4m   
14～22 

8,700 
（7,700） 

9,700 
（8,100） 

8,600 
（8,000） 4 14～22 

4m  
24cm 上材 

12,600 
（11,600） 

10,900 
（10,700） 

12,700 
（11,400） 4 24～ 

檜 

4m 
小丸太材 

6,100 
（5,200） 

6,500 
（6,800） 

6,200 
（5,500） 4 6～13 

3m   
14～20 

9,100 
（9,900） 

9,500 
（8,800） 

9,500 
（11,800） 3 14～20 

3m  
22cm 上材 

16,900 
（22,100） 

13,800 
（12,000） 

12,400 
（16,800） 3 22～ 

4m   
14～22 

11,300 
（16,100） 

11,100 
（13,100） 

10,700 
（11,900） 4 14～22 

4m  
24cm 上材 

19,200 
（23,300） 

16,500 
（17,600） 

14,300 
（19,000） 4 24～ 

杉総平均単価 
11,500 

（10,900） 
11,600 

（10,400） 
11,700 

（9,500）  

檜総平均単価 
15,400 

（19,400） 
14,300 

（11,700） 
11,700 

（13,800）  

総 平 均 単 価 
12,500 

（11,400） 
12,500 

（10,500） 
11,700 

（10,900）  

〈 

行 

事 

予 

定 

〉 
  

 

◆ 

1
月
18
日
（木
） 

㈱ 

新
宮
原
木
市
場 

 

新
春
初
市 

午
前
10
時
～ 

  
 

◆ 

1
月
20
日
（土
） 

ボ
ウ
リ
ン
グ
大
会 

 

午
後
5
時
半
～ 

  
 

◆ 
2
月
16
日
（金
） 

末 

社 

詣 

り 

午
前
10
時
～ 

  

 

  

  
  

事 

務 

局 

年
末
年
始
休
業
の
お
し
ら
せ 

12
月
30
日
（
土
） 

 
 

～
1
月
8
日
（
月
） 

㎥単価 （ ）は平成 28 年度 総会風景 
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◇
今
月
号
の
表
紙
は
杉
の
優
良

材
を
紹
介
し
ま
し
た
。
1
月

18
日
の
初
市
に
は
皆
様
の
ご

来
場
を
心
か
ら
お
待
ち
し
て

い
ま
す
。 

 

◇
10
月
22
日
に
来
襲
し
た
台
風

21
号
に
よ
っ
て
新
宮
で
多
く

の
方
が
被
災
さ
れ
ま
し
た
。
心

か
ら
お
見
舞
い
申
し
上
げ
ま

す
。
し
か
し
、
天
災
と
は
無
縁

と
は
な
ら
な
い
日
本
列
島
。
自

然
の
脅
威
か
ら
生
命
と
財
産

を
守
る
た
め
に
官
民
挙
げ
て

の
一
層
の
研
究
・
検
討
が
必
要

で
す
。
「
天
災
は
忘
れ
た
頃
に

や
っ
て
く
る
。」
寺
田
寅
彦 

 

◇
理
事
長
植
松
さ
ん
が
年
頭
の

挨
拶
の
中
で
、
記
述
さ
れ
て
い

ま
す
。
「
陸
上
貯
木
場
の
造
成

等
々
、
歴
代
理
事
長
、
役
員
の

先
見
的
指
導
と
組
合
員
各
位

の
結
束
と
協
力
の
賜
で
あ
る
。

…
…
」
ま
さ
し
く
現
今
、
植
松

新
十
郎
さ
ん
を
始
め
と
す
る

大
先
達
三
人
の
方
々
が
無
償

で
提
供
し
て
く
れ
た
土
地
が

管
理
財
産
に
も
関
わ
ら
ず
商

品
と
し
て
取
扱
わ
れ
よ
う
と

し
て
い
ま
す
。
こ
の
問
題
に
つ

い
て
今
後
わ
れ
わ
れ
組
合
員

は
今
ま
で
以
上
に
歴
史
観
、
現

実
論
を
踏
ま
え
な
が
ら
熟
慮

を
重
ね
る
必
要
が
あ
ろ
う
か

と
思
い
ま
す
。 

 

◇
二
〇
十
八
年
は
明
治
一
五
〇

年
で
す
。
一
月
七
日
か
ら
Ｎ
Ｈ

Ｋ
大
河
ド
ラ
マ
「
西
郷
ど

ん
」
・
全
五
〇
回
が
放
送
さ
れ

ま
す
。
西
郷
隆
盛
が
死
し
て
一

四
一
年
が
経
と
う
と
し
て
い

ま
す
。
茲
で
は
西
郷
ど
ん
を
称

え
る
言
葉
を
二
つ
程
紹
介
し

て
お
き
ま
す
。
「
一
日
西
郷
に

接
す
れ
ば
、
一
日
の
愛
生
ず
。

三
日
接
す
れ
ば
、
三
日
の
愛
生

ず
。
親
愛
日
に
加
わ
り
、
今
は

去
る
べ
く
も
あ
ら
ず
。
た
だ
死

生
を
共
に
せ
ん
の
み
」
西
南
戦

争
で
最
後
ま
で
西
郷
に
従
っ

た
旧
中
津
藩
の
藩
士
・
増
田
宋

太
郎
。
「
大
き
く
打
て
ば
大
き

く
響
く
。
小
さ
く
打
て
ば
小
さ

く
響
く
釣
鐘
の
よ
う
な
人
」
・

坂
本
竜
馬
。
当
組
合
の
先
輩
、

山
中
さ
ん
は
何
年
か
前
に
配

下
の
別
府
晋
介
に
介
錯
を
頼

み
自
刃
し
た
臨
終
の
場
所
・
城

山
岩
﨑
谷
の
洞
窟
を
訪
ね
た

そ
う
で
す
。
失
礼
を
顧
み
ず
言

わ
せ
て
い
た
だ
け
れ
ば
、
山
中

さ
ん
の
西
郷
さ
ん
へ
の
限
り

な
い
愛
、
私
淑
ぶ
り
が
う
か
が

え
る
思
い
が
し
ま
す
。 

 

◇
現
実
的
な
考
え
方
を
す
る
人

が
間
違
う
の
は
、
相
手
も
現
実

的
に
考
え
る
だ
ろ
う
か
ら
バ

カ
は
し
な
い
に
違
い
な
い
と

思
っ
た
時
で
あ
る
…
ニ
コ
ラ

マ
キ
ァ
ヴ
ェ
ッ
リ
…
日
本
の

キ
ャ
ッ
プ
安
倍
さ
ん
・
信
頼
す

べ
き
と
す
る
相
手
の
言
動
を

読
み
間
違
え
な
い
よ
う
に
、
く

れ
ぐ
れ
も
。 

 

―
健
や
か
な
佳
き
お
年
を 

お
迎
え
下
さ
い
― 
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木霊塔揮毫

き ご う

 

（献木者を囲んで） 

 

山下氏献木の木霊塔 山下 充洋氏による祭文 

 

第 58 回木霊塔建立供養式 

平成 29 年 10 月 15 日組合恒例行事の第 58回木霊塔建立供養式を開催致しました。当組合監事で株式会社山

下木材の代表取締役をされている山下充洋氏から、杉 100 年生超の素晴らしい木霊塔をご献木頂きました。 

山下氏は祖父である山下幸之助氏が初代献木者、お父様にあたる山下喜三氏が第 40 回目の献木者となり、

山下氏で木霊塔行事初の三代にわたる献木となりました。 

当日はあいにくの雨でしたが、本広寺清水文雅住職にお勤め頂き滞りなく厳かに供養を執り行ない式典終了

後は、木工展表彰式、紀南木材新緑会員に木協組合員も加わった木遣り音頭（本年は 1 番、2 番、3 番の歌詞

で）の披露その後雨のため恒例の餅まきが出来なかったため餅を配り、最後に来賓の皆様との親交を深める懇

親会を行ないました。その後組合員、新緑会員一同で片付けの後、慰労会にて無事終了致しました。 

 

せ 

ご 

こ
こ 


